
Regional vitalization and Tourism

地域活性化と観光創造
香川大学ビジネススクール

観光産業の生産波及効果は、53兆円を超えます。また雇用誘発効果も440万人です。人口減少の時代にあって交流人口の増大による地域活性化
の重要性が今まで以上に高まっています。観光産業は、その中心的担い手であり、なかんずく、主体は観光に携わる人材です。今回の授業では、
主として観光を構成する産業の役割と課題をはじめ、地域おこしの現場の課題を提起し、観光振興の重要性の理解を深めるとともに、課題解決方法
を学ぶこととします。

一般社団法人四国ツーリズム創造機構
代表理事 半井 真司

(敬称略）

講義回 講義日 カリキュラム 講師(敬称略）

第1回 10月3日
共感で世界とつながろう
～資源の再配置でRe-localization～

（一社）そらの郷
事務局次長 出尾 宏二

第2回 10月10日
「地域未来のために、観光が果たせる役割について」
～最新動向から観光の課題と可能性を探る～

じゃらんリサーチセンター
センター長 沢登 次彦

第3回 10月17日四国こんぴら歌舞伎芝居との出会い
琴平町観光商工課
課長 髙畠 豊

第4回 10月31日高知の偉人、牧野富太郎と高知県立牧野植物園
高知県立牧野植物園
園長 水上 元

第5回 11月7日 地域活性化と観光の持続可能性について
名桜大学
上級准教授 角谷 尚久

第6回 11月14日海のアクセス オレンジフェリーの挑戦
四国開発フェリー株式会社
業務部長 蝶野 文雄

第7回 11月21日
第三セクター方式による地域観光振興に向けた取り組
み

西条市産業経済部
副部長 和田 義弘

第8回 11月28日地域活性化とバス事業
大川自動車株式会社
所長 田尾 勝

第9回 12月5日
むれ源平石あかりロード
～地場産業と地域の歴史を活かしたまちづくり型観光～

むれ源平まちづくり協議会
会長 新谷 稔

第10回 12月12日ツーリズムによる地方創生と観光コンテンツ開発
株式会社ＪＴＢ
地域統括プロデューサー 柴田 克利

第11回 12月19日
不朽の名作 映画『二十四の瞳』誕生から６５年
～俯瞰で見る小豆島の観光ポテンシャルと映画との関わり～

(一財）岬の分教場保存会（二十四の瞳映画村）
専務理事 有本 裕幸

第12回 1月9日
外国人（徐）から見た高松市２０年間インバウンド市場
の変遷（アジア市場：台湾・香港・中国大陸編）

株式会社穴吹トラベル
徐 迪飛

第13回 1月16日 地域活性化とインバウンド促進
日本航空株式会社 調査研究センター地域活性化推進部

運営グループ 担当部長 矢倉 邦夫

第14回 1月23日
「四国の右下」徳島県南部の観光による地域活性化の
現状

（一社）四国の右下観光局
事務局長 竹内 靖

第15回 1月30日 四国における国の観光戦略
四国運輸局
局長 大谷 雅実

場所 香川大学 幸町南キャンパス 又信記念館１階・特別講義室（経済学部正門から左手）
お問い合わせ・お申し込み
香川大学大学院地域マネジメント研究科
〒760-8523香川県高松市幸町2-1
ＴＥＬ 087-832-1955（土日祝を除く平日9:00～18:00）
ＦＡＸ 087-832-1988
E-mail gsm-office@gsm.kagawa-u.ac.jp

受講料無料

お申し込み
は裏面へ

講義時間は木曜18:20～19:50までの90分間です。



ふりがな

氏名

[会 場] 香川大学 幸町南キャンパス　又信記念館１階・特別講義室

※お車でのご来校はご遠慮ください。近隣の有料駐車場をご利用ください。

2019年度「地域活性化と観光創造」受講申込書

連絡先

ＴＥＬ・ＦＡＸ  ：  (　　　　)　　　　－　　　　

　　　  携帯番号：  (　　　　)　　　　－　　　　　　

E-mail：

勤務先・所属

希望回に○を
つけてください

　第 1 回　10/  3 (木) 　第 6 回　11/14 (木) 　第11回　12/19 (木)

　第 2 回　10/10 (木) 　第 7 回　11/21 (木) 　第12回　  1/  9 (木)

　第 3 回　10/17 (木)

　・ホ ー ム ペ ー ジ ：『香川大学地域マネジメント研究科』で検索

　第 8 回　11/28 (木) 　第13回　  1/16 (木)

　第 4 回　10/31 (木) 　第 9 回　12/  5 (木) 　第14回　  1/23 (木)

　第 5 回　11/  7 (木) 　第10回　12/12 (木) 　第15回　  1/30 (木)

※ご記入いただきました情報に関しては、当科目への登録及び連絡等の目的以外には使用しません。

■申込受付：随時

■受 講 料 ：無料

■申込方法：上記を記入してFAXもしくはメール、ホームページからお申込み下さい。

　・申込メール送り先：gsm-office@gsm.kagawa-u.ac.jp


